
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おはようございます。本日は、

ガバナー補佐の坂田様、ＩＭ実行委

員長の早川様、ＩＭ副実行委員長の

五十川様、朝早くからお越しいただ

きありがとうございます。 

2 月 4 日は、ホテルコンコルド浜

松にて、浜松西ロータリークラブが設立したオイスカ浜松国

際高等学校インターアクトクラブの発会式に来賓として、伊

藤エレクトと共に参加してきました。パワー浜松では経験が

ないことなので、インターアクトについて何なのかよくわか

っていない方もいらっしゃると思います。私もその一人でし

た。 

浜松クラブが西遠女子校にインターアクトを作っていまし

たが、オイスカ高校も以前は浜松西クラブさんが作っていて、

それが 1984 年のことで、11 年続いたそうです。その後なく

なってしまい、今回は改めての結成だそうです。今回は 9 名

で部活としての位置づけでした。活動はリーダーシップの能

力を伸ばすことを目標として、地域に対する奉仕活動や海外

のインターアクトメンバーとの交流などをするということで、

昨年 7 月からの結成後現在までの活動のご紹介と、今後の活

動の予定などを発表してくれました。 

 その中で、花のリレープロジェクトでは気賀駅を担当され、

うちと同じ担当になります。今後メンバー生徒さん方とお会

いして一緒に除草作業等をすることとなると思います。楽し

みにしていてください 

また、コンコルドまで来たので、式の終わった後に伊藤さ

んと「どうする家康浜松大河ドラマ館」のプレオープンに行

ってきました。今は、歴代大河ドラマで登場した徳川家康を

紹介したパネルや歴代の大河ドラマ 61 作品の歴史を振り返

ることのできるパネルとテーマ音楽とオープニング映像等の

上映をしていました。特にテーマ音楽は懐かしかったです。

グランドオープンでは入れ替えられるそうです。またそうい

った機会があればいってみたいと思います。今日もよろしく

お願いします。 

 

 

 

① 配布物の確認  

・「ロータリーの友」２月号 ・小冊子 抜粋のつづり ・米山記念奨学会 A４チラシ１枚 

・米山記念奨学会とロータリー財団より、確定申告用領収証ご入用の方はご活用ください。 

 

 

 

第 3 回ガバナー補佐訪問 

静岡第５グループ ガバナー補佐 坂田 茂様 

 

国際ロータリー第 2620 地区静

岡第５グループに「浜松志耀ＲＣ」

が誕生し、12 クラブとなりました。昨年 10 月 26 日にＲＩ

より承認され、本年１月 28 日に発足式を行いました。また、

浜松西ＲＣでは青少年や若い世代の社会人がリーダーシップ

を支援するインターアクトクラブをオイスカ国際高校と結び、

■会場：オークラアクトシティホテル浜松 3 階 チェルシーの間 
■司会：小林昭次、池谷公孝 ■点鐘：加藤ひとみ ■週報：安形信彦 
■ロータリーソング：「夢のみずうみ」（※音楽のみ） 
■ゲスト：国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2620 地区 2022-23 年度ガバナー補佐 坂田茂様 

静岡第５グループ IM 実行委員長 早川和幸様 
同上    副実行委員長 五十川 敏様 

米山記念奨学生 陳俊達さん 
 

スマイル提出者氏名掲載 

会員数 69 名（内出席免除会員 1 名） 

出席数 58 名 出席率 85.29％ 

 

会長挨拶 

幹事報告 

RI 会長 ジェニファー・ジョーンズ/第 2620 地区ガバナー 淺原諒蔵 /会長 加藤ひとみ /幹事 髙部光司  

〒430-7733 浜松市中区板屋町 111-2 オークラアクトシティホテル浜松内 Tel:053-452-0800 

Email:info@power-hamamatsurc.jp  http://www.power-hamamatsurc.jp 

創立：2002 年 10 月 22 日  認証伝達式：2003 年 4 月 29 日 スポンサークラブ：浜松中ＲＣ 

クルクルまわそうロータリー 

議事 



 

 

２月４日ホテルコンコルドにて発足式を行いました。 

ロータリーの目的は奉仕の理念で、結ばれた職業人同士が

世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和を推進

することにあります。上半期を振り返り、天浜線清掃作業を

行い、８クラブの皆様と汗をかき、ロータリー活動の再開に

手ごたえを感じました。

浜松市長にウクライナ避難民支援金 70 万円を届けマスコミ

で報道されました。会員増強として 633 名となり期末には

640 名を目指したいところです。 

２月 26 日にはＩＭを予定しております。テーマは「みん

なが幸せになる経営」です。後ほど早川ＩＭ実行委員長に詳

細を説明して頂きます。下半期のグループ内最大のイベント

として大勢の皆様のご参加を期待しています。 

ロータリーの本髄である奉仕活動を活発化させてまいりま

す。活動を活発化するには会員を増やすことです。 

会員増強に大切なことは明確にＲＣ、または自分の所属クラ

ブを説明できることです。 

 

１．ロータリーの目的とは？ 

・意義ある事業の基礎として、奉仕の理念を推奨しこれを育

むこと 

・「奉仕」「職業」「倫理」「高潔」「国際理解」「親睦」 

２．ロータリーにとって、最重要思考とは？ 

・「４つのテスト」 

・５つの中核的価値観「奉仕」「親睦」「多様性」「高潔性」「リ

ーダーシップ」 

３．ロータリーに入って、何が得られるか？ 

・人生で是非を持たねばならぬ、知己が得られる。 

・純粋で健全な親睦 

・仕事の成功と問題解決について啓発を受ける など 

４．ロータリーと他の奉仕団体との違いは？ 

・ロータリーの特徴の第一は「職業・奉仕」の理念の存在 

・ロータリーは「I serve」私は奉仕する 

・個人一人一人の奉仕活動 

・ライオンズは「We serve」我々は奉仕する 

・クラブ全体まとまって 

など理解し、会員増強をお願い致します。 

 

 

IM ご案内 

実行委員長（浜松西 RC）早川 和幸様 

 

・下記チラシをご参照ください。 

・式典後、基調講演、パネルディスカッションがあります。 

・懇親会もコロナ感染に注意しながら実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

3.11 キャンドルナイトご案内 

 

2011 年の東日本大震災より 12 回目の 3 月 11 日を間もなく迎えます。早くも 11 年が経過し、

あの時・あの瞬間・あの状況をはっきりと記憶している私たちがこれから大人になる子供たちへ

3.11 の出来事を伝えていかなければなりません。下記のとおりキャンドルナイトイベントを企

画いたしましたのでよろしくお願いいたします。今年は「輝」という字をつくります。人が足り

ないのでぜひ協力をお願いいたします。事務局よりメールでご案内があります。

 

日 時    2023 年 3 月 11 日土曜日 式典 17：00～18；00 キャンドル点灯 17：00～19：00       

場所     浜松市通称アクト通りおよび東ふれあい公園 

参加者    ロータリー会員・家族、学生ボランティア、中学校職員、オイスカ高校インターアクト、篠原中学校吹奏楽部   

       参加者約 100 名 その他観客のべ約 500 名  

内容     ドローンによるキャンドル文字撮影およびライブ放映、吹奏楽追悼演奏、現役スポーツ選手の震災の経験談放映、 

浜松市長点灯式あいさつ、キャンドル点灯  

主催     浜松西ロータリークラブ 

協力     オイスカ高校インターアクトクラブ、浜松市立篠原中学校 

後援     浜松市、中日新聞社 静岡新聞社等  

 


